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注釈）
➀林業事業体は、搬出間伐や皆伐した材を製材所や工務店に出荷し、Ｃ材などの材価が低いものは木質バイオマス発電事業者へ出荷しま

す。

➁製材所や工務店などは「使用したい材を使用したい分だけ」林業事業体に発注します。

※なんでも宍粟材でそろう。→川上から川下までが企業間連携し、新たな流通システムの構築を目指す。（6次産業化）

③市独自施策として、林業担い手の確保･育成のため、林業事業体に対して支援します。

④国・県・市は、林業事業体や森林所有者に対して、「林業再生」のため搬出間伐などの森林整備を支援・実施します。

宍粟市

林業担い手育成支援

新規事業体育成支援

宍粟の民有林（天然林含）

46,139ha
（約70％が伐期を迎えている）

【川 上】
林業事業体、森林所有者等

（素材生産業者等）

搬出間伐・皆伐・植林
【川 中】

製材所・合板業者など

出荷
（➀

国・県・市

搬出間伐への

造林補助

宍粟材発注（➁）
（市内での経済循環）

循環型林業のフロー図

支援（③）森林整備（④）

※新たな流通システムの構築

伐る・使う→植える→育てる＝「循環型林業の推進」

木質バイオマス発電事業者

【川 下】
工務店・消費者など


